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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿が置かれる原稿台と、
　前記原稿台に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送する搬送手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段と、
　使用者に対して操作案内を表示する表示手段と、
　前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段が検知した原稿幅
とに不整合が生じた場合には、前記表示手段に第１の内容で操作案内を表示し、前記第１
原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段が検知した原稿長とに不整合
が生じた場合には、前記表示手段に前記第１の内容と異なる第２の内容で操作案内を表示
するように制御する制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段
が検知した原稿長とに不整合が生じた場合に、前記原稿台に置かれた原稿以外のものを取
り除くように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する
　原稿送り装置。
【請求項２】
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　前記原稿台に置かれた原稿を原稿幅方向で位置決めする位置決め部材を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段
が検知した原稿幅とに不整合が生じた場合に、前記位置決め部材の位置を原稿の幅に合わ
せるように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する
　請求項１記載の原稿送り装置。
【請求項３】
　原稿送り装置と、
　前記原稿送り装置によって搬送された原稿の画像を読み取る読取手段とを備え、
　前記原稿送り装置は、
　原稿が置かれる原稿台と、
　前記原稿台に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送する搬送手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段と、
　使用者に対して操作案内を表示する表示手段と、
　前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段が検知した原稿幅
とに不整合が生じた場合には、前記表示手段に第１の内容で操作案内を表示し、前記第１
原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段が検知した原稿長とに不整合
が生じた場合には、前記表示手段に前記第１の内容と異なる第２の内容で操作案内を表示
するように制御する制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段
が検知した原稿長とに不整合が生じた場合に、前記原稿台に置かれた原稿以外のものを取
り除くように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する
　画像読取装置。
【請求項４】
　原稿送り装置および当該原稿送り装置によって搬送された原稿の画像を読み取る読取手
段を有する画像読取装置と、
　前記読取手段で読み取られた画像に基づいて、記録媒体に画像を記録する画像記録装置
とを備え、
　前記原稿送り装置は、
　原稿が置かれる原稿台と、
　前記原稿台に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送する搬送手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段と、
　使用者に対して操作案内を表示する表示手段と、
　前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段が検知した原稿幅
とに不整合が生じた場合には、前記表示手段に第１の内容で操作案内を表示し、前記第１
原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段が検知した原稿長とに不整合
が生じた場合には、前記表示手段に前記第１の内容と異なる第２の内容で操作案内を表示
するように制御する制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段
が検知した原稿長とに不整合が生じた場合に、前記原稿台に置かれた原稿以外のものを取
り除くように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する
　画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿送り装置、画像読取装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、原稿載置台上の原稿サイズセンサで検知された原稿サイズと、原稿主
走査方向幅検知及び副走査方向幅検知から得られた原稿サイズとの間に相違があった場合
に、原稿読取部における原稿画像の読み取りを禁止する画像形成装置が開示されている。
【０００３】
　特許文献２には、原稿載置台に載置された原稿束の最大原稿幅を検知する第１原稿幅検
知手段と、搬送部により原稿載置台から１枚ずつ分離された原稿の原稿幅を検知する第２
原稿幅検知手段とが、それぞれ検知した原稿幅が相違したときに、搬送部に原稿の搬送を
再開可能に中断させる原稿送り装置とこれを備える画像形成装置が開示されている。また
、引用文献２には、原稿載置台に載置された原稿束の最大原稿長を検知する第１原稿長検
知手段と、搬送部により原稿載置台から１枚ずつ分離された原稿の原稿長を検知する第２
原稿幅検知手段とが、それぞれ検知した原稿長が相違したときに、搬送部に原稿の搬送を
再開可能に中断させる原稿送り装置とこれを備える画像形成装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１３４３０９号公報
【特許文献２】特開２００９－６７５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、原稿サイズの不整合の種別（原稿幅の不整合、原稿長の不整合）に合
わせて使用者に表示する操作案内の内容を変えることができる技術を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、
　原稿が置かれる原稿台と、
　前記原稿台に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送する搬送手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段と、
　使用者に対して操作案内を表示する表示手段と、
　前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段が検知した原稿幅
とに不整合が生じた場合には、前記表示手段に第１の内容で操作案内を表示し、前記第１
原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段が検知した原稿長とに不整合
が生じた場合には、前記表示手段に前記第１の内容と異なる第２の内容で操作案内を表示
するように制御する制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段
が検知した原稿長とに不整合が生じた場合に、前記原稿台に置かれた原稿以外のものを取
り除くように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する原稿送り
装置
　に係るものである。
【０００７】
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　請求項２に記載の発明は、
　前記原稿台に置かれた原稿を原稿幅方向で位置決めする位置決め部材を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段
が検知した原稿幅とに不整合が生じた場合に、前記位置決め部材の位置を原稿の幅に合わ
せるように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する
　請求項１記載の原稿送り装置
　に係るものである。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、
　原稿送り装置と、
　前記原稿送り装置で送られた原稿の画像を読み取る読取手段とを備え、
　前記原稿送り装置は、
　原稿が置かれる原稿台と、
　前記原稿台に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送する搬送手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段と、
　使用者に対して操作案内を表示する表示手段と、
　前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段が検知した原稿幅
とに不整合が生じた場合には、前記表示手段に第１の内容で操作案内を表示し、前記第１
原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段が検知した原稿長とに不整合
が生じた場合には、前記表示手段に前記第１の内容と異なる第２の内容で操作案内を表示
するように制御する制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記第１原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段
が検知した原稿長とに不整合が生じた場合に、前記原稿台に置かれた原稿以外のものを取
り除くように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する画像読取
装置
　に係るものである。
【００１０】
　請求項４に記載の発明は、
　原稿送り装置および当該原稿送り装置で送られた原稿の画像を読み取る読取手段を有す
る画像読取装置と、
　前記読取手段で読み取られた画像に基づいて、記録媒体に画像を記録する画像記録装置
とを備え、
　前記原稿送り装置は、
　原稿が置かれる原稿台と、
　前記原稿台に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送する搬送手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段と、
　前記原稿台に置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段と、
　前記搬送手段によって搬送された原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段と、
　使用者に対して操作案内を表示する表示手段と、
　前記第１原稿幅検知手段が検知した原稿幅と前記第２原稿幅検知手段が検知した原稿幅
とに不整合が生じた場合には、前記表示手段に第１の内容で操作案内を表示し、前記第１
原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段が検知した原稿長とに不整合
が生じた場合には、前記表示手段に前記第１の内容と異なる第２の内容で操作案内を表示
するように制御する制御手段と
　を有し、
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　前記制御手段は、前記第１原稿長検知手段が検知した原稿長と前記第２原稿長検知手段
が検知した原稿長とに不整合が生じた場合に、前記原稿台に置かれた原稿以外のものを取
り除くように指示する内容の操作案内を前記表示手段に表示するように制御する画像形成
装置
　に係るものである。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載の発明によれば、原稿サイズの不整合の種別（原稿幅の不整合、原稿長
の不整合）に合わせて使用者に表示する操作案内の内容を変えることができるとともに、
原稿長に関して不整合が生じた場合に、その不整合を解消するための作業を使用者に促す
ことができる。
【００１２】
　請求項２に記載の発明によれば、原稿幅に関して不整合が生じた場合に、その不整合を
解消するための作業を使用者に促すことができる。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、原稿サイズの不整合の種別（原稿幅の不整合、原稿長
の不整合）に合わせて使用者に表示する操作案内の内容を変更可能な原稿送り装置を備え
た画像読取装置を提供することができるとともに、原稿長に関して不整合が生じた場合に
、その不整合を解消するための作業を使用者に促すことができる。
【００１５】
　請求項４に記載の発明によれば、原稿サイズの不整合の種別（原稿幅の不整合、原稿長
の不整合）に合わせて使用者に表示する操作案内の内容を変更可能な原稿送り装置を備え
た画像形成装置を提供することができるとともに、原稿長に関して不整合が生じた場合に
、その不整合を解消するための作業を使用者に促すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成を示す概略図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像読取装置が備える原稿送り装置の構成の一部を示
す平面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像読取装置が備える原稿送り装置の構成の一部を示
す斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る画像読取装置の全体構成を示す概略図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る画像読取装置の外観を示す斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る画像読取装置で行なわれる処理手順を示すフローチャ
ート（その１）である。
【図７】本発明の実施の形態に係る画像読取装置で行なわれる処理手順を示すフローチャ
ート（その２）である。
【図８】原稿幅に不整合が生じた場合に表示される操作案内の一例を示す図である。
【図９】原稿長に不整合が生じた場合に表示される操作案内の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の具体的な実施の形態について図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、
本発明の技術的範囲は以下に記述する実施の形態に限定されるものではなく、発明の構成
要件やその組み合わせによって得られる特定の効果を導き出せる範囲において、種々の変
更や改良を加えた形態も含む。
【００１８】
（本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成）
　まず、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成について説明する。図１は本発明
の実施の形態に係る画像形成装置の構成を示す概略図である。
【００１９】
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　本実施の形態に係る画像形成装置１００は、用紙等の記録媒体Ｐに画像を記録する画像
記録装置１１０と、原稿を搬送する原稿送り装置の一例として、原稿を搬送すると共にそ
の原稿の画像を読み取る画像読取装置１０とを備えている。
【００２０】
　画像読取装置１０は、画像形成装置１００の上部に配置され、画像記録装置１１０は、
画像形成装置１００の下部に配置されている。
【００２１】
　画像読取装置１０は、原稿の画像を読み取り、その読み取った画像を画像信号に変換す
るようになっている。画像記録装置１１０は、画像読取装置１０が変換した画像信号に基
づいて記録媒体Ｐへ画像を記録するようになっている。
【００２２】
　ここで、本実施の形態に係る画像記録装置１１０の構成について説明する。
【００２３】
　本実施の形態に係る画像記録装置１１０は、図１に示すように、その下部に複数の記録
媒体収容部１２０、１２１を備えている。
【００２４】
　記録媒体収容部１２０、１２１には、それぞれ、サイズの異なる記録媒体Ｐが収容され
ている。例えば、記録媒体収容部１２０には、Ｂ５サイズの記録媒体Ｐが収容され、記録
媒体収容部１２１には、Ｂ４サイズの記録媒体Ｐが収容される。
【００２５】
　記録媒体収容部１２０、１２１の先端側（図１において右端側）の直上には、記録媒体
Ｐの上面の先端側に接触して回転し、記録媒体収容部１２０、１２１から記録媒体Ｐを送
り出す送出しロール１２６が配置されている。
【００２６】
　画像記録装置１１０内には、記録媒体収容部１２０、１２１の先端部から延出して、Ｓ
字状に湾曲し、画像記録装置１１０の上部へ向かって延びる搬送路１２２が形成されてい
る。
【００２７】
　この搬送路１２２に沿って、記録媒体の搬送方向の上流側から順に、記録媒体Ｐを挟持
搬送する複数（例えば、６つ）の搬送ロール対１６４と、レジストロール１６８とが配置
されている。
【００２８】
　記録媒体収容部１２１の上方には、記録媒体Ｐへ画像を記録する画像記録部１３０が配
置されている。
【００２９】
　記録媒体収容部１２０、１２１に収容された記録媒体Ｐは、送出しロール１２６により
送り出され、搬送ロール対１６４及びレジストロール１６８によって搬送路１２２を搬送
されて画像記録部１３０へ送られる。
【００３０】
　画像記録部１３０は、記録媒体収容部１２０、１２１から送られてきた記録媒体Ｐに、
シアン、マゼンタ、イエロー及びブラックの各色トナーを用いて記録媒体Ｐにカラー画像
を形成するようになっている。
【００３１】
　画像記録部１３０には、４つの感光体ドラム１１２が並んで回転可能に配設されている
。各感光体ドラム１１２は、図示しない駆動部により、矢印Ｋの方向に回転する。
【００３２】
　各感光体ドラム１１２の左斜め下部には、帯電ローラ１１４が感光体ドラム１１２に接
触するように配設されている。帯電ローラ１１４は、感光体ドラム１１２の表面を所定の
電位に帯電する。
【００３３】
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　帯電後、各感光体ドラム１１２の下方に配置された各露光ヘッド１１６から出射された
光によって露光が行われ、画像読取装置１０が変換した画像信号に応じた潜像が感光体ド
ラム１１２の表面に形成される。
【００３４】
　各色の現像器１１８の現像ローラ１１９には、所定の極性に帯電した各色トナーが保持
されている。各感光体ドラム１１２の表面に形成された潜像は、現像ローラ１１９に現像
バイアスを印加することで現像され各色のトナー像となる。
【００３５】
　４個の各感光体ドラム１１２にそれぞれ形成された各色のトナー像は、各感光体ドラム
１１２の上方に配置された中間転写ベルト１１３上に第１転写ローラ１１５で転写され、
中間転写ベルト１１３上に重畳されてフルカラーのトナー像となる。
【００３６】
　記録媒体収容部１２０、１２１から送り出されると共に搬送ロール対１６４で搬送され
た記録媒体Ｐは、レジストローラ１６８により所定のタイミングで第２転写ローラ１３２
と中間転写ローラ１３４とのニップ部に送られ、フルカラーのトナー像が記録媒体Ｐに転
写される。このとき、トナー像は中間転写ローラ１３４側の記録媒体Ｐの面に転写される
。
【００３７】
　フルカラーのトナー像が転写された記録媒体Ｐは、定着器１３６に送られる。定着器１
３６は熱と圧力とで記録媒体Ｐにトナー像を定着する。トナー像が定着した記録媒体Ｐは
、排出ローラ１４２によって排紙トレイ１４０へ排出される。
【００３８】
　なお、中間転写ベルト１１３と記録媒体Ｐとにトナー像は全て転写されずに、一部は感
光体ドラム１１２及び中間転写ベルト１１３に残留トナーとして残る。感光体ドラム１１
２上の残留トナーはクリーニングロール１４４により除去され、中間転写ベルト１１３上
の残留トナーはクリーニング装置１３８によって除去される。
【００３９】
（本発明の実施の形態に係る画像読取装置の構成）
　次に、本発明の実施の形態に係る画像読取装置の構成について、上記図１とあわせて図
２～図４を用いて説明する。
【００４０】
　本実施の形態に係る画像読取装置１０は、原稿が置かれる原稿台の一例として設けられ
た原稿トレイ１１と、原稿トレイ１１を上昇および下降させるトレイリフタ１２とを備え
ている。原稿トレイ１１には、原稿が１枚だけ置かれる場合と、複数枚の原稿をひとまと
めに重ね合わせた原稿束が置かれる場合がある。また、原稿トレイ１１には、同一サイズ
の原稿だけでなく、異なるサイズの原稿を重ねて置けるようになっている。
【００４１】
　原稿トレイ１１には、異なるサイズの原稿、すなわち原稿送り方向Ａに沿った距離であ
る原稿長と、原稿送り方向Ａと直交する方向に沿った距離である原稿幅との少なくとも一
方が異なる原稿を載置可能となっている。
【００４２】
　また、画像読取装置１０は、原稿トレイ１１に置かれた原稿を１枚ずつ分離して搬送す
る搬送手段として設けられた搬送部３７と、搬送部３７によって搬送された原稿の画像を
読み取る読取手段として設けられた読取部７０と、読取部７０によって読み取られた原稿
の画像に基づく画像信号を処理する処理装置８０とを備えている。
【００４３】
　搬送部３７は、トレイリフタ１２により上昇された原稿トレイ１１から原稿を送り出す
送出しロール１３、送出しロール１３により送り出された原稿を更に下流側まで搬送する
フィードロール１４、送出しロール１３により送り出された原稿を１枚ずつに分離する分
離ロール１５を備えている。
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【００４４】
　また、搬送部３７は、原稿トレイ１１から送り出された原稿が最初に搬送される第１搬
送路３１を備えている。この第１搬送路３１には、一枚ずつに分離された原稿を下流側の
ロールまで搬送するテイクアウェイロール１６、原稿を更に下流側のロールまで搬送する
と共にループ作成を行うプレレジロール１７、一旦、停止した後にタイミングを合わせて
回転を再開し、読取部７０に対してレジストレーション調整を施しながら原稿を供給する
レジロール１８、読み込み中の原稿搬送をアシストするプラテンロール１９、読み込まれ
た原稿を更に下流に搬送するアウトロール２０を備えている。
【００４５】
　また、第１搬送路３１には、搬送される原稿のループ状態に応じて支点を中心として回
動するバッフル４１が設けられている。
【００４６】
　アウトロール２０の下流側には、第２搬送路３２および第３搬送路３３が設けられてい
る。第２搬送路３２および第３搬送路３３との分岐には、この第２搬送路３２および第３
搬送路３３を切り替える搬送路切替ゲート４２が設けられている。
【００４７】
　第２搬送路３２の下流側には、読み取りが終了した原稿が排出される排出部の一例とし
ての排出トレイ４０が設けられている。この排出トレイ４０へ原稿を排出させる第１排出
ロール２１が、第２搬送路３２に設けられている。
【００４８】
　また、第３搬送路３３の下流側には、第３搬送路３３を経由した原稿をスイッチバック
させるための第４搬送路３４が形成されている。
【００４９】
　第４搬送路３４には、原稿のスイッチバックを行うインバータロール２２およびインバ
ータピンチロール２３が設けられている。
【００５０】
　第４搬送路３４によってスイッチバックされた原稿を再度、第１搬送路３１に導く第５
搬送路３５が、第４搬送路３４と第１搬送路３１とを通じている。
【００５１】
　第４搬送路３４によってスイッチバックされた原稿を排出トレイ４０に排出する第６搬
送路３６が、第４搬送路３４と通じている。第６搬送路３６には、反転排出される原稿を
第１排出ロール２１まで搬送する第２排出ロール２４、第５搬送路３５および第６搬送路
３６の搬送経路を切り替える出口切替ゲート４３が設けられている。
【００５２】
　送出しロール１３は、待機時にはリフトアップされて退避位置に保持され、原稿搬送時
にニップ位置（原稿搬送位置）へ降下して原稿トレイ１１上の最上位の原稿を搬送する。
【００５３】
　送出しロール１３およびフィードロール１４は、フィードクラッチ（図示せず）の連結
によって原稿の搬送を行う。プレレジロール１７は、停止しているレジロール１８に原稿
先端を突き当ててループを作成する。レジロール１８では、ループ作成時に、レジロール
１８に噛み込んだ原稿先端をニップ位置まで戻している。このループが形成されると、バ
ッフル４１は支点を中心として開き、原稿のループを妨げることのないように機能してい
る。
【００５４】
　また、テイクアウェイロール１６およびプレレジロール１７は、読み込み中におけるル
ープを保持している。このループ形成によって、読み込みタイミングの調整が図られ、ま
た、読み込み時における原稿搬送に伴うスキューを抑制して、位置合わせの調整機能を高
めている。読み込みの開始タイミングに合わせて、停止されていたレジロール１８が回転
を開始し、プラテンロール１９によって、第２プラテンガラス７２Ｂに押圧されて、下面
方向から画像データが読み込まれる。
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【００５５】
　搬送路切替ゲート４２は、片面原稿の読み取り終了時、および両面原稿の両面同時読み
取りの終了時に、アウトロール２０を経由した原稿を第２搬送路３２に導き、排出トレイ
４０に排出するように切り替えられる。一方、この搬送路切替ゲート４２は、両面原稿の
順次読み取り時には、原稿を反転させるために、第３搬送路３３に原稿を導くように切り
替えられる。インバータピンチロール２３は、両面原稿の順次読み取り時に、フィードク
ラッチ（図示せず）がオフの状態でリトラクトされてニップが開放され、原稿を第４搬送
路３４へ導いている。その後、このインバータピンチロール２３はニップされ、インバー
タロール２２によってインバートする原稿をプレレジロール１７へ導き、また、反転排出
する原稿を第６搬送路３６の第２排出ロール２４まで搬送している。
【００５６】
　読取部７０は、画像読取装置１０の下部に設けられている。読取部７０は、搬送部３７
によって搬送された原稿の画像を光学的に読み取る。読取部７０の筐体を形成する装置フ
レーム７１には、画像を読み込むべき原稿を静止させた状態で載置する第１プラテンガラ
ス７２Ａ、搬送中の原稿を読み取るための光の開口部を形成する第２プラテンガラス７２
Ｂが設けられている。
【００５７】
　また、読取部７０は、第２プラテンガラス７２Ｂの下に静止し、第１プラテンガラス７
２Ａの全体に亘ってスキャンして画像を読み込むフルレートキャリッジ７３、フルレート
キャリッジ７３から得られた光を像結合部へ提供するハーフレートキャリッジ７５を備え
ている。フルレートキャリッジ７３には、原稿に光を照射する照明ランプ７４、原稿から
得られた反射光を受光する第１ミラー７６Ａが備えられている。更に、ハーフレートキャ
リッジ７５には、第１ミラー７６Ａから得られた光を結像部へ提供する第２ミラー７６Ｂ
および第３ミラー７６Ｃが備えられている。
【００５８】
　更に、読取部７０は、第３ミラー７６Ｃから得られた光学像を光学的に縮小する結像用
レンズ７７、結像用レンズ７７によって結像された光学像を光電変換するＣＣＤ（Ｃｈａ
ｒｇｅ Ｃｏｕｐｌｅｄ Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセンサ７８、ＣＣＤイメージセンサ７８
を備える駆動基板７９を備えている。ＣＣＤイメージセンサ７８によって得られた画像信
号は駆動基板７９を介して処理装置８０に送られる。処理装置８０は、画像信号を露光ヘ
ッド１１６へ送るようになっている。
【００５９】
　ここで、まず、第１プラテンガラス７２Ａに載置された原稿の画像を読み取る場合には
、フルレートキャリッジ７３とハーフレートキャリッジ７５とが、２：１の割合でスキャ
ン方向（矢印方向）に移動する。このとき、フルレートキャリッジ７３の照明ランプ７４
の光が原稿の被読み取り面に照射されると共に、その原稿からの反射光が第１ミラー７６
Ａ、第２ミラー７６Ｂ、および第３ミラー７６Ｃの順に反射されて結像用レンズ７７に導
かれる。結像用レンズ７７に導かれた光は、ＣＣＤイメージセンサ７８の受光面に結像さ
れる。ＣＣＤイメージセンサ７８は１次元のセンサであり、１ライン分を同時に処理して
いる。このライン方向（スキャンの主走査方向）の１ラインの読み取りが終了すると、主
走査方向とは直交する方向（副走査方向）にフルレートキャリッジ７３を移動させ、原稿
の次のラインを読み取る。これを原稿サイズ全体に亘って実行することで、１ページの原
稿読み取りを完了させる。
【００６０】
　一方、第２プラテンガラス７２Ｂは、例えば長尺の板状構造をなす透明なガラスプレー
トで構成される。搬送部３７によって搬送される原稿がこの第２プラテンガラス７２Ｂの
上を通過する。このとき、フルレートキャリッジ７３とハーフレートキャリッジ７５とは
、図１に示す実線の位置（左端）に停止した状態にある。まず、搬送部３７のプラテンロ
ール１９を経た原稿の１ライン目の反射光が、第１ミラー７６Ａ、第２ミラー７６Ｂ、お
よび第３ミラー７６Ｃを経て結像用レンズ７７にて結像され、ＣＣＤイメージセンサ７８
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によって画像が読み込まれる。即ち、１次元のセンサであるＣＣＤイメージセンサ７８に
よって主走査方向の１ライン分を同時に処理した後、搬送部３７によって搬送される原稿
の次の主走査方向の１ラインが読み込まれる。原稿の先端が第２プラテンガラス７２Ｂの
読み取り位置に到達した後、原稿が第２プラテンガラス７２Ｂの読み取り位置を通過する
ことによって、副走査方向に亘って１ページの読み取りが完了する。
【００６１】
　本実施の形態に係る画像読取装置１０では、原稿送り方向Ａに直交する方向（主走査方
向）の中央位置（原稿における主走査方向の中央位置）を基準として原稿を搬送し、この
搬送された原稿を読み取るセンターレジストレーションが採用されている。このセンター
レジストレーションを実現するにあたっては、主走査方向で原稿をセンター振り分けとし
て、一対の原稿ガイド６１，６２を原稿トレイ１１の原稿載置面に設けている。
【００６２】
　一対の原稿ガイド６１，６２は、原稿トレイ１１に置かれた原稿を原稿幅方向で位置決
めする位置決め部材の一例として設けられたものである。一対の原稿ガイド６１，６２の
うち、一方の原稿ガイド６１は、画像形成装置１００を使用（操作）する使用者の立ち位
置から見て奥側に配置され、他方の原稿ガイド６２は、当該使用者の立ち位置から見て手
前側に配置されている。このため、以降の説明では、一方の原稿ガイド６１を奥側ガイド
６１とも呼び、他方の原稿ガイド６２を手前側ガイド６２とも呼ぶこととする。
【００６３】
　奥側ガイド６１および手前側ガイド６２は、原稿トレイ１１に形成されたスライド溝６
５により、原稿送り方向Ａに直交する方向（奥行き方向、原稿の幅方向）に移動可能に構
成されている。
【００６４】
　また、奥側ガイド６１および手前側ガイド６２は、奥側ガイド６１および手前側ガイド
６２を原稿の幅方向端部に当てて原稿の幅方向端部が揃えられることで、原稿を主走査方
向で位置決めする。
【００６５】
　さらに、奥側ガイド６１および手前側ガイド６２は、原稿トレイ１１の原稿載置面の裏
側（原稿トレイの内側）に設けられるラック６３とそれぞれ連結され、奥側ガイド６１か
ら延びるラック６３と手前側ガイド６２から延びるラック６３とは、ピニオン６４に連結
されている。このラック６３とピニオン６４とによって、奥側ガイド６１および手前側ガ
イド６２は、一方のガイドのスライド動作に連動してスライドし、その両者のスライド量
は、同等に制御される。奥側ガイド６１および手前側ガイド６２が奥行き方向のセンター
（中心位置）から均等となる位置に配置されていれば（センター振り分けがなされていれ
ば）、奥側ガイド６１および手前側ガイド６２によって形成される奥行き方向長さのセン
ター（中心位置）は、これらのガイドがスライドした後であっても維持される。
【００６６】
　画像読取装置１０は、図３に示すように、原稿トレイ１１に載置された原稿の原稿幅を
検知する第１原稿幅検知手段の一例としての第１原稿幅検知センサ５０を備えている。第
１原稿幅検知センサ５０は、原稿トレイ１１に異なるサイズの原稿が複数枚、原稿束とし
て置かれた場合は、当該原稿束の最大原稿幅を検知することになる。
【００６７】
　第１原稿幅検知センサ５０は、奥側ガイド６１のスライド移動に伴って、奥側ガイド６
１と一体に移動する移動体５２を備えている。
【００６８】
　移動体５２は、断面Ｌ字状に屈曲された板体で構成され、奥側ガイド６１のラック６３
と一体に構成されている。移動体５２には、複数の開口５３が設けられている。各々の開
口５３は、移動体５２の移動方向（長手方向）において、互いに異なる位置に設けられて
いる。
【００６９】
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　第１原稿幅検知センサ５０は、移動体５２に沿って配置された複数の光センサ５４を備
えている。光センサ５４の発光部５４Ａと受光部５４Ｂとの間を、開口５３が形成された
移動体５２を移動するようになっており、発光部５４Ａと受光部５４Ｂとの間に開口５３
が位置すると、光センサ５４の発光部５４Ａから照射された光を受光部５４Ｂが受光し、
発光部５４Ａと受光部５４Ｂとの間に開口５３が位置しなければ、光センサ５４の発光部
５４Ａから照射された光を受光部５４Ｂが受光しない。
【００７０】
　このように、奥側ガイド６１と一体に移動する移動体５２の開口５３の位置により、原
稿トレイ１１に載置された原稿束の原稿幅を検知するようになっており、奥側ガイド６１
の位置を基準に原稿トレイ１１に載置された原稿束の原稿幅が検知される。
【００７１】
　ここで、奥側ガイド６１及び手前側ガイド６２は、異なる原稿幅の原稿が原稿トレイ１
１に載置された場合には、異なる原稿幅の原稿のうち、最大幅の原稿の端部に当たって、
原稿を位置決めすることになる。このため、奥側ガイド６１の位置により検知される原稿
の原稿幅は、原稿トレイ１１に載置された原稿束の最大原稿幅となる。
【００７２】
　なお、本実施の形態では、光センサ５４を３つ設けた構成で、８つの原稿幅を検知可能
となっている。
【００７３】
　また、原稿トレイ１１に置かれた原稿の原稿幅を検知する第１原稿幅検知手段としては
、ピニオン６４の回転量に基づき、奥側ガイド６１及び手前側ガイド６２の位置を認識し
て、奥側ガイド６１及び手前側ガイド６２に位置決めされた原稿の原稿幅を検知する原稿
幅検知センサであってもよい。
【００７４】
　また、奥側ガイド６１及び手前側ガイド６２に位置決めされた原稿の原稿幅を、反射型
のセンサ等により直接検知することで、原稿トレイ１１に載置された原稿束の最大原稿幅
を検知する構成であってもよい。
【００７５】
　本実施の形態では、図２に示すように、第１搬送路３１におけるフィードロール１４の
下流側近傍に、搬送部３７により原稿トレイ１１から１枚ずつ分離して搬送された原稿の
原稿幅を検知する第２原稿幅検知手段の一例としての第２原稿幅検知センサ６６が設けら
れている。
【００７６】
　この第２原稿幅検知センサ６６は、例えば反射型センサが用いられ、載置されると予想
される原稿幅（Ａ４縦、Ａ４横、Ａ５横、Ｂ４横、Ｂ５縦、等のＡ／Ｂ系列や、インチ系
のサイズ等）の検知を考慮して、その配置間隔が決定されている。
【００７７】
　例えば、１つのセンサがＯＮとなった場合はＢ５サイズと検知し、２つのセンサがＯＮ
となった場合はＡ４サイズと検知し、３つのセンサがＯＮとなった場合はＢ４サイズと検
知し、４つのセンサがＯＮとなった場合はＡ３サイズと検知する構成としてもよい。
【００７８】
　なお、第２原稿幅検知センサ６６は、図３に示す例では、原稿束が原稿の奥側と送り方
向先端側とが揃えられて載置されることを前提に手前側ガイド６２側に設けられているが
、原稿束が手前側又は幅方向中央部に載置された場合においても検知できるように、第２
原稿幅検知センサ６６を配置してもよい。
【００７９】
　また、本実施の形態では、図４に示すように、原稿トレイ１１には、原稿トレイ１１に
置かれた原稿の原稿長を検知する第１原稿長検知手段の一例としての第１原稿長検知セン
サ５６が設けられている。
【００８０】
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　第１原稿長検知センサ５６は、複数のセンサ（例えば、反射型センサ）を用いて構成さ
れている。第１原稿長検知センサ５６は、原稿トレイ１１に載置されると予想される原稿
長（Ａ４縦、Ａ４横、Ａ５横、Ｂ４横、Ｂ５縦、等のＡ／Ｂ系列や、インチ系のサイズ等
）の検知を考慮して、センサの配置間隔が決定されている。
【００８１】
　例えば、１つのセンサがＯＮとなった場合はＢ５サイズと検知し、２つのセンサがＯＮ
となった場合はＡ４サイズと検知し、３つのセンサがＯＮとなった場合はＢ４サイズと検
知し、４つのセンサがＯＮとなった場合はＡ３サイズと検知する構成としてもよい。
【００８２】
　また、搬送路３１には、搬送部３７により原稿トレイ１１から１枚ずつ分離して搬送さ
れた原稿の原稿長を検知する第２原稿長検知手段の一例としての第２原稿長検知センサ６
８、６９が設けられている。
【００８３】
　第２原稿長検知センサ６８、６９は、例えば反射型センサを用いて構成されている。第
２原稿長検知センサ６８、６９は、原稿トレイ１１に載置されると予想される原稿長（Ａ
４縦、Ａ４横、Ａ５横、Ｂ４横、Ｂ５縦、等のＡ／Ｂ系列や、インチ系のサイズ等）の検
知を考慮して、センサの配置間隔が決定されている。
【００８４】
　第２原稿長検知センサ６９が原稿の先端を検知し、そのときに第２原稿長検知センサ６
８が原稿を検知するか否かによって、原稿の原稿長を検知するようになっている。
【００８５】
　なお、第２原稿長検知センサ６９が原稿の先端を検知し、第２原稿長検知センサ６８が
原稿の後端を検知し、原稿の先端を検知してから原稿の後端を検知するまでの時間、第２
原稿長検知センサ６８と第２原稿長検知センサ６９との距離、搬送速度に基づき、原稿の
長さを検知する構成としてもよい。
【００８６】
　第１原稿幅検知センサ５０、第２原稿幅検知センサ６６、第１原稿長検知センサ５６及
び第２原稿長検知センサ６８、６９には、制御部９０が接続されている。そして、第１原
稿幅検知センサ５０、第２原稿幅検知センサ６６、第１原稿長検知センサ５６及び第２原
稿長検知センサ６８、６９の検知信号、すなわち原稿の原稿幅情報及び原稿長情報は、制
御部９０に送られるようになっている。
【００８７】
　制御部９０は、搬送部３７の駆動を制御する。このため、各種ロールの動作やゲートの
切り替え動作等は、制御部９０によって制御される。
【００８８】
　また、図５に示すように、画像読取装置１０の筐体表面には、画像形成装置１００を使
用（操作）する使用者が操作可能な操作部の一例としての操作パネル５８が設けられてい
る。この操作パネル５８は、使用者へ報知する情報が表示される表示部の一例としての表
示パネル５９を備えている。
【００８９】
　ここで、本実施の形態に係る画像読取装置１０は、異なるサイズの原稿の搬送を許容す
る混載原稿モードと、異なるサイズの原稿の搬送を許容しない通常モードを有している。
通常モードでは、同じサイズの原稿のみの搬送を許容するようになっている。
【００９０】
　本実施の形態では、混載原稿モードにおいて、異なるサイズの原稿を同時に束ねて原稿
トレイ１１上に載置し、その原稿束から異なるサイズの原稿を順次搬送し、その原稿の画
像を読み取るようになっている。
【００９１】
　混載原稿モードは、操作パネル５８を通じて使用者が選択することで設定される。混載
原稿モードが選択されると、制御部９０が混載原稿モードの処理を行う。
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【００９２】
　混載原稿モードでは、第２原稿幅検知センサ６６及び第２原稿長検知センサ６８、６９
により、搬送される原稿の一枚一枚のサイズを検知すると共に、原稿の画像を読み取る。
【００９３】
　この原稿の原稿幅情報及び原稿長情報は、制御部９０を介して画像記録装置１１０に送
られ、例えば、Ｂ５サイズの原稿の画像は、Ｂ５サイズの記録媒体Ｐにコピーし、Ｂ４サ
イズの原稿の画像は、Ｂ４サイズの記録媒体Ｐにコピーする。
【００９４】
（本発明の実施の形態に係る画像読取装置の処理手順）
　図６および図７は本発明の実施の形態に係る画像読取装置で行なわれる処理手順を示す
フローチャートである。
【００９５】
　まず、制御部９０は、原稿トレイ１１に原稿が存在するかどうかを確認する（ステップ
Ｓ１）。原稿トレイ１１上での原稿の有無は、例えば、図示はしないが、使用者が原稿ト
レイ１１に原稿をセットしたときに、当該原稿の先端が突き当たることで位置や姿勢が変
化するアクチュエータと、当該アクチュエータの動きに連動してオンオフ状態が切り替わ
るセンサ（以下、「原稿有無センサ」と記す）とを用いて検知する。制御部９０は、原稿
有無センサから出力される検知信号に基づいて、原稿トレイ１１に原稿が置かれたかどう
かを判断する。
【００９６】
　次に、制御部９０は、操作パネル５８に設けられたスタートボタンが押下されたかどう
かを判断する（ステップＳ２）。そして、スタートボタンが押下されたと判断すると、制
御部９０は、原稿トレイ１１に置かれた原稿の原稿幅Ｗ１を、第１原稿幅検知センサ５０
を用いて検知するとともに、原稿トレイ１１に置かれた原稿の原稿長Ｌ１を、第１原稿長
検知センサ５６を用いて検知する（ステップＳ３）。
【００９７】
　次に、制御部９０は、搬送部３７を駆動して原稿をプリフィードする（ステップＳ４）
。原稿のプリフィードは、次のような手順で行なわれる。まず、原稿トレイ１１に置かれ
た原稿を第１搬送路３１に向けて送出しロール１３により送り出すとともに、当該原稿を
フィードロール１４と分離ロール１５で１枚ずつ分離して第１搬送路３１に送り出す。こ
れにより、原稿トレイ１１に置かれた原稿のうち、最上位に配置された原稿が第１搬送路
３１に送り出される。次に、第１搬送路３１に沿って原稿をテイクアウェイロール１６と
プレレジロール１７の回転により搬送することにより、原稿の先端をレジロール１８のニ
ップ部に突き当てた状態で原稿をループ状に撓ませる。以上が原稿のプリフィード動作で
ある。プリフィードを終えた原稿は、レジロール１８が回転を開始するまで、第１搬送路
３１上に一時停止した状態となる。
【００９８】
　次に、制御部９０は、上記プリフィードによって搬送された原稿の原稿幅Ｗ２を、第２
原稿幅検知センサ６６を用いて検知するとともに、上記プリフィードによって搬送された
原稿の原稿長Ｌ２を、第２原稿長検知センサ６８、６９を用いて検知する（ステップＳ５
）。原稿幅Ｗ２および原稿長Ｌ２の検知は、プリフィード中に行なわれる。また、原稿幅
Ｗ２の検知は、原稿長Ｌ２の検知よりも前に行なわれる。
【００９９】
　次に、制御部９０は、上記ステップＳ３で検知した原稿幅Ｗ１とステップＳ５で検知し
た原稿幅Ｗ２とが相違しているかどうかを確認する（ステップＳ６）。原稿幅Ｗ１，Ｗ２
が相違する場合とは、上記ステップＳ３で第１原稿幅検知センサ５０が検知した原稿の原
稿幅と上記ステップＳ５で第２原稿幅検知センサ６６が検知した原稿の原稿幅とに不整合
（ミスマッチ）が生じた場合に相当する。また、原稿幅Ｗ１，Ｗ２が相違しない（換言す
ると、原稿幅Ｗ１，Ｗ２が一致する）場合とは、上記ステップＳ３で第１原稿幅検知セン
サ５０が検知した原稿の原稿幅と上記ステップＳ５で第２原稿幅検知センサ６６が検知し
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た原稿の原稿幅とに不整合が生じなかった場合、つまり双方の原稿幅が整合する場合に相
当する。
【０１００】
　ここで、制御部９０は、原稿幅Ｗ１，Ｗ２が相違しないと判断すると（Ｗ１＝Ｗ２の場
合）、上記ステップＳ３で検知した原稿長Ｌ１とステップＳ５で検知した原稿長Ｌ２とが
相違しているかどうかを確認する（ステップＳ７）。原稿長Ｌ１，Ｌ２が相違する場合と
は、上記ステップＳ３で第１原稿長検知センサ５６が検知した原稿の原稿長と上記ステッ
プＳ５で第２原稿長検知センサ６８、６９検知した原稿の原稿長とに不整合（ミスマッチ
）が生じた場合に相当する。また、原稿長Ｌ１，Ｌ２が相違しない（換言すると、原稿長
Ｌ１，Ｌ２が一致する）場合とは、上記ステップＳ３で第１原稿長検知センサ５６が検知
した原稿の原稿長と上記ステップＳ５で第２原稿長検知センサ６８、６９検知した原稿の
原稿長とに不整合が生じなかった場合、つまり双方の原稿長が整合する場合に相当する。
【０１０１】
（原稿サイズに不整合が生じなかった場合）
　ここで、制御部９０は、上記ステップＳ６で原稿幅Ｗ１，Ｗ２が相違せず、上記ステッ
プＳ７で原稿長Ｌ１，Ｌ２も相違しないと判断した場合は、ステップＳ１２に移行して、
原稿画像の読み取りを実行する。原稿画像の読み取りは、レジロール１８の回転によって
読取位置（第２プラテンガラス７２Ｂ上）に送り込んだ原稿の画像を読取部７で読み取る
ことにより行なう。
【０１０２】
（原稿幅に不整合が生じた場合）
　これに対して、制御部９０は、上記ステップＳ６で原稿幅Ｗ１，Ｗ２が相違すると判断
すると、画像記録装置１１０の動作を制御する主制御部に対して、原稿サイズ（原稿幅お
よび原稿長）を通知済みであるかどうかを確認する（ステップＳ８）。主制御部に原稿サ
イズを通知すると、主制御部では、通知を受けた原稿サイズに基づいて、記録媒体に記録
するページの割り当てを行なう。このため、原稿サイズの通知を行なう前であれば、画像
形成条件（例えば、コピー倍率など）などの設定をやり直さなくても済むが、原稿サイズ
の通知を行なった後では、主制御部でのページの割り当てをキャンセルするために、そう
した設定をやり直す必要がある。
【０１０３】
　原稿サイズを通知済みでない場合は、制御部９０は、表示パネル５９に図８（Ａ）のよ
うな操作案内Ａを含む画面を表示させる（ステップＳ９）。操作案内Ａは、原稿ガイド６
１，６２の位置を原稿の幅に合わせるように指示する操作案内の一例として、表示パネル
５９に表示されるものである。操作案内Ａの画面には、原稿トレイ１１に置かれた原稿の
位置を整え、かつ原稿の幅に合わせて原稿ガイド６１，６２の位置を合わせる作業のイメ
ージ画像が含まれている。さらに、操作案内Ａの画面には、「原稿ガイドの位置が、検知
した原稿サイズと異なります。」というメッセージや、「すべての原稿をセットしなおし
て、ガイドの位置を原稿の幅に合わせ、［スタート］ボタンを押してください。」という
メッセージや、「異なるサイズが混在した原稿の場合は、［クリア（Ｃ）］ボタンを押し
て読み込みを中止し、［ミックスサイズ原稿送り］を設定してください。」というメッセ
ージが含まれている。
【０１０４】
　次に、制御部９０は、搬送部３７を駆動することにより、搬送路に残っている原稿を排
出トレイ４０に排出させる（ステップＳ１０）。
【０１０５】
　次に、制御部９０は、操作パネル５８に設けられたスタートボタンが押下されたかどう
かを判断する（ステップＳ１１）。そして、スタートボタンが押下されたと判断すると、
制御部９０は、原稿画像の読み取りを実行させる（ステップＳ１２）。また、制御部９０
は、スタートボタンの押下に続いて、クリアボタンの押下を確認する（ステップＳ１３）
。そして、スターボタンが押下されないまま、クリアボタンが押下されると、その段階で
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一連の処理を終える。クリアボタンは、スタートボタンとともに操作パネル５８に設けら
れるものである。
【０１０６】
　一方、原稿サイズを検知済みであった場合は、制御部９０は、表示パネル５９に図８（
Ｂ）のような操作案内Ｂを含む画面を表示させる（ステップＳ１４）。操作案内Ｂは、原
稿ガイド６１，６２の位置を原稿の幅に合わせるように指示する操作案内の一例として、
表示パネル５９に表示されるものである。操作案内Ｂの画面には、原稿トレイ１１に置か
れた原稿の位置を整え、かつ原稿の幅に合わせて原稿ガイド６１，６２の位置を合わせる
作業のイメージ画像が含まれている。さらに、操作案内Ｂの画面には、「原稿ガイドの位
置が、検知した原稿サイズと異なります。」というメッセージや、「ガイドの位置を原稿
の幅にあわせてください。異なるサイズが混在した原稿の場合は、［ミックスサイズ原稿
送り］の設定が必要です。」というメッセージや、「［クリア（Ｃ）］ボタンで読み込み
を中止して、もう一度すべての原稿をセットしなおしてください。」というメッセージが
含まれている。
【０１０７】
　次に、制御部９０は、搬送部３７を駆動することにより、搬送路に残っている原稿を排
出トレイ４０に排出させる（ステップＳ１５）。
【０１０８】
　次に、制御部９０は、クリアボタンが押下されたかどうかを判断し（ステップＳ１６）
、クリアボタンが押下されると、その段階で一連の処理を終える。
【０１０９】
（原稿長に不整合が生じた場合）
　また、制御部９０は、上記ステップＳ７で原稿長Ｌ１，Ｌ２が相違すると判断すると、
画像記録装置１１０の動作を制御する主制御部に対して、原稿サイズ（原稿幅および原稿
長）を通知済みであるかどうかを確認する（ステップＳ１７）。原稿サイズを通知済みで
ない場合は、制御部９０は、表示パネル５９に図９（Ａ）のような操作案内Ｃを含む画面
を表示させる（ステップＳ１８）。操作案内Ｃは、原稿トレイ１１に置かれた原稿以外の
ものを取り除くように指示する操作案内の一例として、表示パネル５９に表示されるもの
である。操作案内Ｃの画面には、原稿トレイ１１に置かれた原稿の位置を整え、かつ原稿
以外のものを原稿トレイ１１上から取り除く作業のイメージ画像が含まれている。さらに
、操作案内Ｃの画面には、「原稿サイズが正しく検知できませんでした。」というメッセ
ージや、「原稿送りトレイに原稿以外のものが置いてある場合は取り除き、もう一度すべ
ての原稿をセットしなおして［スタート］ボタンを押してください。」というメッセージ
や、「異なるサイズが混在した原稿の場合は、［クリア（Ｃ）］ボタンを押して読み込み
を中止し、［ミックスサイズ原稿送り］を設定してください。」というメッセージが含ま
れている。
【０１１０】
　次に、制御部９０は、搬送部３７を駆動することにより、搬送路に残っている原稿を排
出トレイ４０に排出させる（ステップＳ１９）。
【０１１１】
　次に、制御部９０は、操作パネル５８に設けられたスタートボタンが押下されたかどう
かを判断する（ステップＳ２０）。そして、スタートボタンが押下されたと判断すると、
制御部９０は、上記ステップＳ１２に移行して原稿画像の読み取りを実行させる。また、
制御部９０は、スタートボタンの押下に続いて、クリアボタンの押下を確認する（ステッ
プＳ２１）。そして、スターボタンが押下されないまま、クリアボタンが押下されると、
その段階で一連の処理を終える。
【０１１２】
　一方、原稿サイズを検知済みであった場合は、制御部９０は、表示パネル５９に図９（
Ｂ）のような操作案内Ｄを含む画面を表示させる（ステップＳ２２）。操作案内Ｄは、原
稿トレイ１１に置かれた原稿以外のものを取り除くように指示する操作案内の一例として
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、表示パネル５９に表示されるものである。操作案内Ｄの画面には、原稿トレイ１１に置
かれた原稿の位置を整え、かつ原稿以外のものを原稿トレイ１１上から取り除く作業のイ
メージ画像が含まれている。さらに、操作案内Ｄの画面には、「原稿サイズが正しく検知
できませんでした。」というメッセージや、「原稿送りトレイに原稿以外のものが置いて
ある場合は取り除いてください。異なるサイズが混在した原稿の場合は、［ミックスサイ
ズ原稿送り］の設定が必要です。」というメッセージや、「［クリア（Ｃ）］ボタンで読
み込みを中止して、もう一度すべての原稿をセットしなおしてください。」というメッセ
ージが含まれている。
【０１１３】
　次に、制御部９０は、搬送部３７を駆動することにより、搬送路に残っている原稿を排
出トレイ４０に排出させる（ステップＳ２３）。
【０１１４】
　次に、制御部９０は、クリアボタンが押下されたかどうかを判断し（ステップＳ２４）
、クリアボタンが押下されると、その段階で一連の処理を終える。
【０１１５】
　以上の処理手順の中で、制御部９０は、第１原稿幅検知センサ５０が検知した原稿幅Ｗ
１と第２原稿幅検知センサ６６が検知した原稿幅Ｗ２とに不整合が生じた場合には、表示
パネル５９に第１の内容、すなわち原稿ガイド６１，６２の位置を原稿の幅に合わせるよ
うに指示する内容の操作案内Ａ，Ｂを表示するように制御する。また、制御部９０は、第
１原稿長検知センサ５６が検知した原稿長Ｌ１と第２原稿長検知センサ６８、６９が検知
した原稿長Ｌ２とに不整合が生じた場合には、表示パネル５９に第１の内容と異なる第２
の内容、すなわち原稿トレイ１１に置かれた原稿以外のものを取り除くように指示する内
容の操作案内Ｃ，Ｄを表示するように制御する。
【符号の説明】
【０１１６】
　１０…画像読取装置、１１…原稿トレイ、３７…搬送部、５０…第１原稿幅検知センサ
、５６…第１原稿長検知センサ、５９…表示パネル、６１…原稿ガイド（奥側ガイド）、
６２…原稿ガイド（手前側ガイド）、６６…第２原稿幅検知センサ、６８，６９…第２原
稿長検知センサ、７０…読取部、９０…制御部、１００…画像形成装置、１１０…画像記
録装置
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